
付
商
品
券
事
業
の
第
３
弾
を
実
施
し
ま
す
。

　
土
木
費
で
は
、
市
道
維
持
補
修
に
係
る

市
道
の
除
草
や
樹
木
の
剪
定
、
路
面
の
補

修
等
に
お
け
る
労
務
単
価
の
高
騰
等
に
よ

り
予
算
に
不
足
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
追

加
措
置
し
ま
す
。

　
ま
た
、
秩
父
鉄
道
行
田
市
駅
北
口
広
場

の
照
明
灯
８
基
が
配
線
の
漏
電
等
に
よ
り

不
点
灯
と
な
り
、
大
規
模
な
改
修
が
必
要

と
な
っ
た
た
め
、
改
修
に
係
る
費
用
を
措

置
し
ま
す
。

　
市
道
新
設
改
良
費
は
、
忍
川
浸
水
対
策

事
業
が
９
年
間
延
伸
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

地
元
要
望
を
受
け
た
道
路
改
良
工
事
の
用

地
を
取
得
す
る
た
め
の
鑑
定
料
及
び
調
査

測
量
設
計
委
託
料
を
措
置
し
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
、
通
天
閣
観
光
株
式
会
社
か

ら
受
領
し
た
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附

金
を
活
用
し
、
行
田
タ
ワ
ー
展
望
室
の
天

井
塗
装
及
び
壁
紙
の
貼
り
替
え
を
行
い
ま

す
。

市政に対する 一般質問

自転車専用道路の整備について
橋 本 祐 一（令和研究会）

問  

Ｊ
Ｒ
行
田
駅
か
ら
南
大
通
り

線
を
経
て
、 

水
城
公
園
、
市
役
所

を
経
由
し
て
秩
父
線
行
田
市
駅
ま

で
の
自
転
車
専
用
道
路
の
整
備
を

す
す
め
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

答  

自
転
車
専
用
道
路
は
車
道
と

分
離
さ
れ
た
道
路
で
あ
る
こ
と
か

ら
、 

自
転
車
は
も
と
よ
り
、
歩
行

者
や
自
動
車
の
安
全
か
つ
円
滑
な

通
行
が
図
ら
れ
、
通
勤
、
通
学
の

方
々
の
み
な
ら
ず
、
市
外
か
ら
訪

れ
る
観
光
客
に
と
っ
て
も
、
安
全

な
道
路
交
通
環
境
の
向
上
に
有
効

で
あ
る
。 

自
転
車
専
用
道
路
は
、

自
転
車
用
の
独
立
し
た
道
路
で
か

つ
そ
の
幅
員
が
３
メ
ー
ト
ル
以
上

を
必
要
と
す
る
こ
と
か
ら
、Ｊ
Ｒ

行
田
駅
か
ら
水
城
公
園
、
市
役
所

を
経
由
し
て
行
田
市
駅
の
区
間
に

お
い
て
、
用
地
の
確
保
は
困
難
と

考
え
る
。 

し
か
し
、
自
転
車
通
行

空
間
の
整
備
に
は
い
く
つ
か
の
手

法
が
あ
り
、 

Ｊ
Ｒ
行
田
駅
か
ら
国

道
17
号
ま
で
の
県
道
に
つ
い
て
は

自
転
車
通
行
帯
や
通
行
位
置
を
示

す
矢
羽
根
型
路
面
標
示
が
設
置
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
連
続
性
を

確
保
す
る
観
点
か
ら
、
南
大
通
り

線
に
つ
い
て
も
適
用
が
可
能
か
調

査
研
究
を
し
て
い
く
。

市役所が一層多様な経験が積み重なる
                              組織になるために小 野 寺 貴 男（蒼倫維新）

問  

休
職
者
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
は

？答  

休
職
者
と
の
面
談
を
、
所
属

長
だ
け
で
は
な
く
人
事
担
当
職
員

や
産
業
医
が
適
宜
実
施
し
、
休
職

者
の
状
況
把
握
や
サ
ポ
ー
ト
を
行

っ
て
い
る
ほ
か
、
休
職
者
の
状
況

に
応
じ
て
、
勤
務
時
間
や
業
務
負

担
な
ど
を
調
整
す
る
職
場
復
帰
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、

休
職
者
が
円
滑
に
職
場
復
帰
で
き

る
よ
う
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

問  

退
職
者
の
中
に
は
、
再
び
市

役
所
で
働
き
た
い
と
い
う
意
思
が

あ
る
方
も
い
る
か
と
思
う
が
、
市

の
考
え
は
？

答  

退
職
者
が
出
る
と
い
う
こ
と

は
、
組
織
に
と
っ
て
大
き
な
損
失

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。そ
の
対

応
策
の
一
環
と
し
て
即
戦
力
の
人

材
確
保
の
観
点
か
ら
、
本
市
を
退

職
し
た
職
員
を
再
度
採
用
す
る
カ

ム
バ
ッ
ク
採
用
の
制
度
を
導
入
す

る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。社
会
的

に
人
材
確
保
が
困
難
と
な
る
中
、

こ
う
し
た
取
組
に
よ
り
、
実
務
経

験
豊
富
な
人
材
を
確
保
す
る
こ
と

で
、
行
政
力
の
強
化
あ
る
い
は
組

織
力
の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
。

問  
優
れ
た
建
築
デ
ザ
イ
ン
の
義

務
教
育
学
校
を
作
る
こ
と
が
大
切

だ
と
思
う
が
教
育
長
の
考
え
は
。

答
「
形
態
は
機
能
に
従
う
」
と

い
う
ル
イ
ス
・
サ
リ
ヴ
ァ
ン
の
言

葉
が
あ
る
。
学
校
と
い
う
こ
と
を

考
え
る
と
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

が
加
味
さ
れ
て
初
め
て
デ
ザ
イ
ン

が
完
成
す
る
よ
う
に
思
う
。
私
は

す
ば
ら
し
い
行
田
市
の
環
境
を
生

か
す
た
め
周
り
の
土
地
や
文
化
、

歴
史
に
調
和
し
、
風
景
と
一
体
化

し
、
環
境
に
溶
け
込
む
建
築
が
理

想
で
あ
る
と
考
え
る
。

問  

そ
の
具
体
的
な
方
法
は
。

答  

誰
も
が
利
用
し
や
す
く
居
心

地
の
よ
い
魅
力
的
な
空
間
を
整
備

す
る
た
め
、
小
・
中
学
生
、
保
護

者
、
地
域
住
民
の
皆
様
、
教
職
員

に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
望
む
機
能
や
空

間
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
た
。
ま
た
結
果
を
基
本
構
想
に

反
映
す
る
た
め
、
12
月
下
旬
か
ら

小
・
中
学
生
、
保
護
者
、
地
域
の

代
表
者
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
す
る
。

より良い建築デザインの
                      義務教育学校を作ろう！野 本 翔 平（令和研究会）

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
対
す
る
補
助
金

に
不
足
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
追
加
措

置
し
ま
す
。

　
ま
た
、
障
害
児
通
所
給
付
費
及
び
自
立

支
援
サ
ー
ビ
ス
等
給
付
費
は
、
障
害
者
手

帳
所
持
者
の
増
加
等
に
伴
い
、
障
害
者
扶

助
費
に
不
足
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
追
加

措
置
し
ま
す
。

　
子
ど
も
医
療
支
給
費
は
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
や
百
日
咳
な
ど
の
感
染
症
が
増
加
し

て
お
り
、
医
療
扶
助
費
に
不
足
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
追
加
措
置
し
ま
す
。

　
ま
た
、
国
の
「
強
い
経
済
を
実
現
す
る

総
合
経
済
対
策
」
に
お
い
て
、
物
価
高
騰

等
の
影
響
を
受
け
た
子
育
て
世
帯
へ
の
支

援
と
し
て
、
児
童
手
当
支
給
対
象
児
童
を

養
育
す
る
父
母
等
に
対
し
物
価
高
対
応
子

育
て
応
援
手
当
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
手
当
の
支
給
に
係
る
所
要
経
費
を
措

置
し
ま
す
。

　
商
工
費
で
は
、
市
民
が
市
内
事
業
者
を

利
用
し
て
住
宅
等
の
改
修
を
行
う
際
に
工

事
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
住
宅
改
修
資

金
補
助
金
に
つ
い
て
、
当
初
の
見
込
み
を

上
回
る
申
請
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
後

の
申
請
件
数
等
を
見
込
ん
で
追
加
措
置
し

ま
す
。

　
ま
た
、
物
価
高
騰
等
の
影
響
を
受
け
て

い
る
市
民
及
び
市
内
事
業
者
の
支
援
を
目

的
に
実
施
し
て
い
る
行
田
市
プ
レ
ミ
ア
ム

が
ら
、
実
施
園
の
拡
大
に
努
め
て
い
く
。

　
行
田
市
実
施
計
画
に
掲
げ
る
施
策
の
一

つ
で
あ
る
市
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
の

ほ
か
、
本
年
９
月
定
例
会
後
の
事
情
変
更

に
よ
る
所
要
経
費
な
ど
、
必
要
な
予
算
に

つ
い
て
措
置
し
た
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
総
務
費
で
は
、

本
庁
舎
の
非
常
用
発
電
設
備
の
不
具
合
が

報
告
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
改
修
工
事
を
実

施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
自
治
会
が
設
置
・
管
理
し
て
い

る
防
犯
灯
の
電
気
料
に
対
す
る
補
助
金
に

不
足
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
追
加
措

置
し
ま
す
。

　　
民
生
費
で
は
、
重
症
心
身
障
害
児
等
レ

ス
パ
イ
ト
ケ
ア
事
業
補
助
金
に
つ
い
て
、

対
象
者
一
人
当
た
り
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
日

数
の
増
加
に
伴
い
、
事
業
を
実
施
す
る
障

本
方
針
に
基
づ
き
、
空
調
設
備
の
使
用
に

係
る
電
気
料
、
燃
料
費
、
水
道
料
、
保
守

点
検
料
及
び
空
調
設
備
の
減
価
償
却
費
な

ど
に
よ
り
算
出
し
て
い
る
。

問  

営
利
目
的
の
使
用
に
お
け
る
使
用
料

の
設
定
は
さ
れ
て
い
る
か
。

答  

営
利
目
的
の
場
合
は
、
基
本
料
金
の

１
・
５
倍
を
賦
課
で
き
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

⃝

行
田
市
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

（
原
案
可
決
）

　
現
在
本
市
で
は
、
生
後
６
か
月
か
ら
満

３
歳
未
満
で
保
育
所
等
に
通
っ
て
い
な
い

子
ど
も
を
対
象
と
し
て
、
月
一
定
時
間
内

ま
で
の
利
用
可
能
枠
の
中
で
、
就
労
要
件

を
問
わ
ず
時
間
単
位
で
柔
軟
に
利
用
で
き

る
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
を
先
行

実
施
し
て
い
ま
す
。
令
和
８
年
度
か
ら
は
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に
基
づ
く
新
た

な
給
付
制
度
と
し
て
全
国
で
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
本
市
に
お
け
る
基
準
を
定

め
る
条
例
を
新
た
に
制
定
す
る
も
の
で
す
。

【
主
な
質
疑
】

問  

現
在
、
５
園
で
こ
ど
も
誰
で
も
通
園

制
度
を
実
施
し
て
い
る
が
、
今
後
は
ど
う

展
開
し
て
い
く
の
か
。

答  

来
年
度
の
本
格
実
施
以
降
も
継
続
し

て
実
施
で
き
る
よ
う
必
要
な
取
り
組
み
を

進
め
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
等
を
踏
ま
え
な

補正予算

補
正
総
額

16
億
８
９
０
０
万
円
余
り

（
原
案
可
決
）

市長提出議案

ぎょうだ議会だより　❹


